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◆
改
革
案
の
概
要
◆

　

今
回
の
法
改
正
案
は
、「
経
営
組

織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
」「
事
業
運

営
の
透
明
性
向
上
」「
財
務
規
律
の

強
化
（
適
正
か
つ
公
正
な
支
出
管

理
・
い
わ
ゆ
る
内
部
留
保
の
明
確

化
・
社
会
福
祉
事
業
等
へ
の
計
画

的
な
再
投
資
）」「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
を
実
施
す
る
責
務
」

「
行
政
の
関
与
の
在
り
方
」
と
い
う

５
つ
の
視
点
か
ら
社
福
法
人
制
度

の
見
直
し
を
図
る
も
の
で
す
。
そ

供
を
行
っ
て
い
る
社
福
法
人
で
す
。

　

第
２
類
型
と
さ
れ
る
法
人
は
、
そ

の
大
半
が
保
育
所
等
の
児
童
福
祉
を

担
う
法
人
で
す
。「
現
在
の
よ
う
な
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
る
以
前
、

子
ど
も
達
を
見
守
り
育
ん
で
き
た
の

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」（
高
橋

教
授
）
で
し
た
。
中
で
も
、
子
ど
も

達
を
養
育
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い

た
の
が
、
当
時
自
然
村
（
＝
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
単
位
に
存
在
し
て
い

た
「
お
寺
」
で
あ
り
、
保
育
所
を
運

営
す
る
た
め
に
法
人
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
現
在
、
寺
院
が
母
体
と
な
っ

て
い
る
保
育
所
が
少
な
く
な
い
こ
と

も
頷
け
ま
す
。

　

第
３
類
型
は
、
行
政
主
導
で
設
立

し
た
法
人
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

新
潟
県
内
で
言
え
ば
、
昭
和
50
年
代
、

い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
構
想
」

に
代
表
さ
れ
る
、
知
的
障
害
者
支
援

に
関
す
る
行
政
施
策
の
中
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
８
９
年
に

制
定
さ
れ
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
10
カ
年
戦
略（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）」

　

平
成

　

平
成
2727
年
４
月
３
日
、
第
１
８
９
回
通
常
国
会
に

年
４
月
３
日
、
第
１
８
９
回
通
常
国
会
に

「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が

「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
に
関
す
る
諸
制
度
が
時
の

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
に
関
す
る
諸
制
度
が
時
の

流
れ
と
と
も
に
変
化
を
し
て
き
た
中
で
、「
今
」
に

流
れ
と
と
も
に
変
化
を
し
て
き
た
中
で
、「
今
」
に

合
わ
せ
た
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

合
わ
せ
た
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
重
要
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
重
要
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改
革
」
で
す
。
改
革
が

が
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改
革
」
で
す
。
改
革
が

求
め
る
も
の
は
何
な
の
か
？　

新
潟
大
学
大
学
院
医

求
め
る
も
の
は
何
な
の
か
？　

新
潟
大
学
大
学
院
医

歯
学
総
合
研
究
科
・
高
橋
英
樹
教
授
に
、
県
内
の
社

歯
学
総
合
研
究
科
・
高
橋
英
樹
教
授
に
、
県
内
の
社

会
福
祉
法
人
の
成
り
立
ち
と
今
後
に
つ
い
て
語
っ
て

会
福
祉
法
人
の
成
り
立
ち
と
今
後
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。（図

解
は
す
べ
て
高
橋
教
授
作
成
）

（
図
解
は
す
べ
て
高
橋
教
授
作
成
）

望まれる経営の透明化と社会貢献
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◆
社
福
法
人
の
歩
み
◆

　

社
福
法
人
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
の
社
会
福
祉
事
業
法
の
成
立
を
受

け
、戦
後
の
対
応
に
追
わ
れ
る
中
「
行

政
が
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
い
社
会

福
祉
施
設
の
運
営
や
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
、
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
」

（
高
橋
教
授
）
形
で
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
社
福
法
人
が
生
ま
れ
て
お

り
、一
口
に「
社
会
福
祉
法
人
」と
言
っ

て
も
、
設
立
の
目
的
や
組
織
の
形
態

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
高
橋
教
授

は
、
こ
れ
を
大
き
く
６
つ
の
類
型
に

分
類
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
類
型
と
さ
れ
る
の
が
、

戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
篤
志
家
た

ち
に
よ
る
慈
善
事
業
の
流
れ
を
汲
む

も
の
。
今
も
な
お
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
な
が
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

●
…

●
…

●
…

●
…

●
…

●
…

…
●

…
●

…
●

…
●

…
●

…
●

高橋教授

成
り
立
ち
と
組
織
形
態
で
６
つ
に
分
類

危
険
が
潜
む
一
括
り
の
社
福
法
人
批
判

の
背
景
に
は
、
①
不
正
経
理
を
は

じ
め
、
財
務
状
況
に
関
す
る
情
報

開
示
が
閉
鎖
的
で
説
明
責
任
を
果

た
せ
て
い
な
い
②
法
人
内
で
繰
越

金
（
い
わ
ゆ
る
「
内
部
留
保
」）
を

貯
め
込
み
、
そ
れ
を
有
益
に
活
用

で
き
て
い
な
い
③
他
の
経
営
主
体

が
業
界
内
で
占
有
率
を
上
げ
る
中
、

社
福
法
人
に
の
み
与
え
ら
れ
て
い

る
優
遇
措
置
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
等
々
、
近
年
各
方
面
か
ら
受

け
て
い
る
指
摘
や
批
判
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
全
て
の
社
会
福
祉

法
人
が
そ
う
い
っ
た
体
質
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
一
括
り
に
捉
え
る
こ
と
は
危
険
な

考
え
方
で
あ
る
」
と
高
橋
教
授
は

指
摘
し
ま
す
。
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に
基
づ
き
、
主
と
し
て
市
町
村
か
ら

の
要
請
で
高
齢
者
福
祉
施
設
を
設
置

す
る
た
め
に
成
立
し
た
法
人
も
こ
の

類
型
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

第
４
類
型
は
、
そ
れ
ま
で
地
域
の

医
療
を
担
っ
て
き
た
医
療
法
人
等
が

主
体
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
社
福
法

人
を
指
し
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
５
類
型
は
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革

や
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

福
祉
・
介
護
分
野
に
新
規
参
入
し
た

社
福
法
人
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
に

転
換
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ

時
代
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
福
祉
と

は
縁
の
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

（
主
に
株
式
会
社
）が
参
入
し
ま
し
た
。

「
企
業
が
そ
れ
ま
で
に
得
た
利
益
を
社

会
に
還
元
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
逆

に
、
さ
ら
な
る
利
益
を
求
め
て
事
業

規
模
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
社
福
法

人
も
あ
り
ま
す
」（
高
橋
教
授
）。

第
６
類
型
は
、
参
入
規
制
が
撤
廃

さ
れ
、
成
立
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
を
背
景
に
設
立
さ
れ
た
社
福
法
人

で
す
。
代
表
的
な
の
が
、
障
害
の
あ

る
我
が
子
の
将
来
を
案
じ
て
活
動
す

る「
親
の
会
」な
ど
か
ら
の
派
生
で
す
。

ま
た
、
立
ち
上
げ
当
初
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
団
体
が
、

実
績
を
積
み
上
げ
、
後
に
法
人
格
を

取
得
す
る
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

改
革
案
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
経

営
・
運
営
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
及
び
「
事

業
運
営
の
透
明
性
」
に
つ
い
て
は
、

第
２
類
型
や
第
６
類
型
が
対
象
法
人

に
な
り
そ
う
で
す
。
設
立
の
経
緯
か

ら
し
て
組
織
経
営
・
管
理
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
元
々
持
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、

そ
の
強
化
と
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
務
規
律
の
強
化
と
い
う

点
で
は
、「
主
に
第
５
類
型
が
該
当

す
る
で
し
ょ
う
。
組
織
の
成
り
立
ち

上
資
金
流
出
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う

確
約
が
で
き
ず
、
巨
額
の
富
を
貯
め

込
み
や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
否
め
な
い
」（
高
橋
教
授
）
か

ら
で
す
。
逆
に
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
行
政
か
ら
自
立
し
た
社
会
福
祉

事
業
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
第
３

類
型
の
法
人
に
お
い
て
は
、
自
分
達

の
事
業
拡
大
の
た
め
に
繰
越
金
の
再

投
下
を
積
極
的
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

金
出
し
合
い
新
し
い
貢
献
事
業
創
設
を

◆
県
内
法
人
の
展
望
◆

　

今
後
、
社
福
法
人
に
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
の
方
向
性
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
改
革
の
柱

の
一
つ
で
も
あ
る
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
り
組
み
」、
い
わ
ゆ
る
社

会
貢
献
で
す
。

　

各
地
で
社
会
貢
献
事
業
に
取
り
組

み
始
め
た
法
人
が
出
て
き
て
い
る
中

で
、
高
橋
教
授
は
県
内
法
人
の
あ
る

べ
き
姿
と
し
て
ひ
と
つ
の
提
案
を
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
制
度
の
狭
間
」
に
着
目

し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
す
。

現
在
の
法
制
度
の
中
に
は
抜
け
落
ち

が
多
く
、そ
の
狭
間
に
身
を
置
く
人
々

の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
支
援
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
養
護
の
分

野
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
や
子

ど
も
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
主
と
し

て
善
意
の
団
体
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
社
福
法
人
が
一
定
の

基
準
を
作
っ
た
上
で
余
剰
金
を
出
し

合
っ
て
事
業
を
興
し
た
り
、
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
り
す
る
よ
う
な
大
規

模
な
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か

と
高
橋
教
授
は
言
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

だ
け
で
は
な
く
、
支
援
の
担
い
手
―

つ
ま
り
は
福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成

に
も
繋
が
る
と
高
橋
教
授
は
み
て
い

ま
す
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
は
必
ず

人
の
目
に
留
ま
り
、
そ
の
法
人
へ
の

関
心
や
理
解
が
高
ま
り
ま
す
。
何
を

し
て
い
る
の
か
が
目
に
見
え
て
分
か

る
場
所
に
人
材
は
集
ま
り
ま
す
。
法

人
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
意

欲
的
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
人
材
が
育
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
、
と
い
う
の

で
す
。

　

社
福
法
人
の
存
在
意
義
が
改
め
て

問
わ
れ
て
い
る
中
、「
ピ
ン
チ
」
を

「
チ
ャ
ン
ス
」
に
変
え
て
い
け
る
法
人

こ
そ
が
、
社
会
福
祉
の
明
日
を
創
る

担
い
手
と
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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１ 

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組

 （
１
）
居
場
所
ネ
ッ
ト
創
出
事
業

　

県
内
の
実
践
団
体
の
状
況
や

地
域
課
題
を
把
握
・
分
析
し
、

サ
ロ
ン
活
動
等
の
機
能
を
強
化

す
る
こ
と
で
地
域
力
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

①
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
開
催

（
新
潟
市
）

　

▽
９
月
24
日  

35
人
参
加

　

▽
11
月
25
日  

19
人
参
加

　

▽
１
月
22
日  

30
人
参
加

　

②
地
域
福
祉
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
た
い
な
い
の
開
催（
胎
内
市
）

　

▽
３
月
１
日　

３
１
５
人
参
加

　

③
ふ
く
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
に

い
が
た
の
開
催
（
新
潟
市
）

　

▽
３
月
３
日　

１
１
０
人
参
加

　

④
居
場
所
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

じ
ょ
う
え
つ
の
開
催（
上
越
市
）

　

▽
３
月
10
日　

 

90
人
参
加

（
２
）
成
年
後
見
制
度
普
及
促

進
事
業

　

市
町
村
長
申
立
て
を
含
む
申

立
て
支
援
の
強
化
や
、
法
人
後

見
を
中
心
と
し
た
第
三
者
後
見

人
の
受
け
皿
拡
充
に
向
け
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

①
成
年
後
見
制
度
市
町
村
長

申
立
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

 

▽
５
０
０
部
作
成
（
監
修
：

平
哲
也
弁
護
士
）

　

②
成
年
後
見
制
度
市
町
村
長

申
立
推
進
研
修
会
の
開
催

　

▽
11
月
21
日
（
長
岡
市
）　

46
人
参
加

　

▽
12
月
３
日
（
上
越
市
）　

30
人 

参
加

　

▽
12
月
16
日
（
新
潟
市
）

85
人
参
加

　

③
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

 

▽
１
０
０
部
作
成
（
監
修
：
新

潟
大
学
法
学
部　

上
山
泰
教
授
）

　

④
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見

推
進
研
修
会
の
開
催

（
法
人
後
見
専
門
員
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
会
と
一
体
的
に
開
催
）

　

▽
２
月
20
日
（
新
潟
市
） 

74
人 

参
加

　

▽
３
月
４
日
（
新
潟
市
）　

58
人 

参
加

　

▽
３
月
５
日
（
新
潟
市
）　  

57
人
参
加

（
３
）
地
域
福
祉
活
動
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
築
事
業

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
県
内

２
大
学
に
「
新
た
な
支
え
合
い

モ
デ
ル
」
を
研
究
・
構
築
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

◇
新
潟
医
療
福
祉
大
学
◇

テ
ー
マ
：
多
様
な
主
体
に
よ
る

「
新
た
な
支
え
合
い
モ
デ
ル
」

の
構
築
に
関
す
る
実
証
的
研
究

実
践
地
域
：
五
泉
市

取
組
内
容
：

・
住
民
説
明
会
の
開
催

・ 

地
域
行
事
に
合
わ
せ
た
交
流

会
の
開
催

・ 

サ
ロ
ン
活
動
を
通
じ
た
交
流

と
ニ
ー
ズ
把
握

◇
新
潟
青
陵
大
学
◇

テ
ー
マ
：
地
域
に
お
け
る
新
た

な
共
生
・
共
助
の
拠
点
形
成
と

モ
デ
ル
の
展
開

実
践
地
域
：
三
条
市

取
組
内
容
：

・ 

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
地

域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
の
実
施

・ 

社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
公

益
的
な
活
動
に
関
す
る
実
態

把
握
調
査
の
結
果
分
析

・
住
民
座
談
会
の
開
催

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
概
要　

地域福祉推進フォーラム in たいない

市町村長申立マニュアル及び
法人後見業務マニュアル

成年後見制度法人後見推進研修会

新潟青陵大学の活動風景（住民座談会）
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（
４
）
福
祉
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
対
応
生
涯
研
修
課
程
の
実
施

　

①
初
任
者
コ
ー
ス　
　

 

　

９
月
29
〜
30
日
（
新
潟
市
）

　

59
人
受
講

　

②
中
堅
職
員
コ
ー
ス

　

10
月
１
〜
２
日
（
新
潟
市
）　

　
　
　
　
　
　

58
人
受
講

　

③
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

　

10
月
６
〜
７
日
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　
　
　

81
人
受
講

　

④
管
理
者
コ
ー
ス

　

 

８
月
20
〜
21
日
（
新
潟
市
）

49
人
受
講

（
５
）
新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
運
営

　

災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
新
潟
県
地
域

防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る

県
、
市
町
村
、
介
護
保
険
事
業

者
及
び
社
会
福
祉
施
設
等
が
そ

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
県

内
福
祉
団
体
が
横
断
的
に
連
携

し
、
相
互
支
援
体
制
や
災
害
時

に
専
門
性
を
活
か
し
た
広
域
的

な
支
援
活
動
を
行
う
た
め
の
体

制
構
築
を
進
め
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
妙
高
市
で
開
か

れ
た
県
民
福
祉
大
会
に
お
い
て

研
究
集
会
を
実
施
し
た
り
、
３

月
23
日
に
は
長
岡
市
で
災
害
福

祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
16
日
に
は
新
発

田
市
で
、
２
月
12
日
に
は
燕
市
で

地
域
懇
談
会
を
開
催
、
燕
市
で
は

「
災
害
時
福
祉
避
難
所
設
置
協
定

締
結
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

２ 

社
協
活
動
啓
発
・
広
報
活
動
の
強
化
に
向
け
た
取
組

（
１
）
第
64
回
新
潟
県
民
福
祉
大

会
の
開
催

　

▽
10
月
21
〜
22
日（
妙
高
市
）

（
２
）
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ

ア
２
０
１
４
の
開
催

　

▽
11
月
３
日
（
新
潟
市
）　

　

▽
来
場
者　

１
３
，
０
０
０
人

（
３
）
福
祉
団
体
と
マ
ス
コ
ミ
と

の
懇
談
会
の
開
催

　

福
祉
団
体
の
活
動
内
容
や
今

日
的
な
福
祉
課
題
に
対
す
る
マ

ス
コ
ミ
の
理
解
を
深
め
、
報
道

を
通
し
て
行
政
や
県
民
へ
の
社

会
福
祉
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
課
題
克
服
の
方
策
を
探
り
ま

し
た
。

  

▽
第
１
回　

７
月
25
日
（
新
潟

市
）　

28
人
（
マ
ス
コ
ミ
５
社
・

福
祉
団
体
13
団
体
）
参
加

  

▽
第
２
回　

10
月
27
日
（
新
潟

市
）　

23
人
（
マ
ス
コ
ミ
３
社
・

福
祉
団
体
11
団
体
）
参
加

３　

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組

（
１
）「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

福
祉
に
い
が
た
」
〜
寄
付
の

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
〜
の
運
営

　

寄
付
を
通
じ
て
幅
広
い
県
民

等
が
容
易
に
福
祉
事
業
へ
の
参

画
を
可
能
と
す
る
た
め
、
本
会

な
ど
の
福
祉
事
業
に
寄
付
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
ウ
エ
ブ
上
に
構

築
、
併
せ
て
寄
付
し
た
い
人
と

寄
付
を
受
け
た
い
人
を
結
ぶ

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ジ
ン
グ
福
祉
に
い
が

た
」
を
構
築
し
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
に
本
稼
働
し
ま
す
。

（
２
）
広
告
収
入
の
拡
充

 　

福
祉
に
い
が
た
等
の
機
関

誌
へ
の
広
告
掲
載
（
掲
載
企
業

１
社
）
や
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ

ナ
ー
広
告
（
10
企
業
・
団
体
）、 

業
務
用
封
筒
へ
の
広
告
掲
載
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

４  

他
団
体
と
の
協
力
・
連
携
促
進
に
向
け
た
取
組

（
１
）福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
・

協
働
を
基
盤
と
し
た
政
策
提
言

　

 

▽
予
算
要
望
活
動
の
実
施

　

11
月
19
日　

10
団
体
参
加

（
２
）
社
会
福
祉
法
人
に
お
け

る
地
域
貢
献
活
動
に
関
す
る
実

態
把
握
調
査
の
実
施

　

 

▽
10
月
実
施　

回
答
２
４
３

法
人
（
回
収
率
57.

９
％
）

（
３
）
関
係
団
体
と
の
協
定
締
結

　

３
月
26
日
、「
明
日
の
福
祉
」

を
支
え
る
人
材
を
共
に
育
成
し

よ
う
と
新
潟
医
療
福
祉
大
学
と

の
間
に
包
括
連
携
協
定
を
締

結
、
そ
の
前
日
に
は
日
本
青
年

会
議
所
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

新潟医療福祉大学との包括連携協定の締結

地域懇談会（燕市）

H26施策提言・要望活動
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５　

県
社
協
組
織
の
総
合
力
発
揮
に
向
け
た
取
組

（
１
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
事
業
実
施
体
制
の

構
築 

　

地
域
福
祉
課
、生
活
支
援
課
、

福
祉
人
材
課
が
協
力
、県
の「
生

活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ

ル
事
業
」
を
受
託
実
施
し
ま
し

た
。

　

▽
相
談
者
64
人

　

▽
相
談
支
援
者
37
人

　

▽
支
援
件
数
１
，
１
４
３
件

（
２
）
市
町
村
社
協
経
営
相
談

事
業
の
協
働
実
施

　

総
務
管
理
課
と
地
域
福
祉

課
、
福
祉
人
材
課
が
協
力
。

　

①
市
町
村
社
協
介
護
保
険
事

業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

▽
９
月
４
〜
５
日（
新
潟
市
）

16
人
参
加

　

②
経
営
相
談
に
係
る
対
応

　

 

▽
阿
賀
野
市
社
協
、
魚
沼
市

社
協

６　

事
業
評
価
等
に
よ
る
取
組

（
１
）
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
活
動
指
針
の
見
直
し

　

社
会
福
祉
を
巡
る
情
勢
が
急

激
に
変
化
す
る
の
に
合
わ
せ
、

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
た
現

行
の
「
活
動
指
針
」
を
５
年
ぶ

り
に
見
直
し
ま
し
た
。

（
２
）
中
越
大
震
災
10
周
年
事

業
の
実
施

　

震
災
10
周
年
の
節
目
に
当
た

り
、
11
月
３
日
新
潟
市
で
開
か

れ
た
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ

ア
２
０
１
４
」
会
場
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開

催
、
災
害

支
援
の

「
経
験
と

教
訓
」
を

発
信
し
ま

し
た
。

（
３
）高
齢
者
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
刷
新
と
修
了
生
の
活
躍
の

場
づ
く
り

　

①
高
齢
者
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
刷
新

　

基
礎
講
座
に
お
い
て
約
４
割

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
”
大

学
院
“
と
も
言
え
る
実
践
講
座

と
し
て
「
ま
ち
歩
き
」
な
ど
３

講
座
を
新
設
、
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

　

②
修
了
生
の
活
躍
の
場
づ
く

り
　

卒
業
生
に
よ
る
企
画
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
同
窓
会
事
業
を

計
画
、
10
月
21
〜
22
日
の
２
日

間
、
26
人
が
参
加
し
て
中
越
地

区
を
”修
学
旅
行
“し
ま
し
た
。

（
４
） 

社
会
福
祉
関
係
資
料
の

復
刻
版
作
成
及
び
利
用
促
進

　

戦
前（
昭

和
４
〜
12

年
）
に
発

行
さ
れ
た

「
越
佐
社
会

事
業
」
全

９
巻
の
原

本
を
修
復
、

併
せ
て
閲

覧
に
応
じ

る
た
め
複
製
本
を
作
成
し
ま
し

た
。

（
５
）
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
及
び
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
事

業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
促
進

　

に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

を 

競
技
団
体
に
よ
る
主
体
的

運
営
に
委
ね
る
と
と
も
に
、
全

国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
派
遣
業
務

の
一
部
を
外
部
に
委
託
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

（
６
）
福
祉
の
店
パ
レ
ッ
ト
の

運
営

　

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
す
こ

と
で
、
対
前
年
比
１
１
６・５
％
、

１
２
，
０
３
０
千
円
の
売
上
げ
実

績
を
挙
げ
ま
し
た
。

（
７
） 

新
潟
県
民
間
社
会
福
祉

職
員
退
職
積
立
基
金
制
度
の
事

務
効
率
化

　

事
務
簡
素
化
と
ミ
ス
防
止
を

図
る
た
め
、
ま
ず
10
月
に
掛
金

の
口
座
振
替
を
実
施
、
２
月
に

は
会
員
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

制
作
し
電
子
申
請
を
導
入
し
ま

し
た
。

中越大震災10周年事業

福祉の店パレット

越佐社会事業復刻版

≪夏の予定はお決まりですか？≫
●まだまだ間に合います。海へ、山へ、夏休みの家族旅行●

★今年はハワイ？オーストラリア？夏休みの海外旅行ももちろんお任せください★
？？？ちょっと待ってください。JTBの商品は旅行だけではありません？？？
■夏の贈り物に今年はギフト券を贈ってみてはいかがでしょうか■

▲JTBでは【旅行券・ギフト券・カタログギフト商品】を各種取り揃えております▲
～～～皆様の旅のこと・贈り物のこと、何でもお気軽にご相談ください～～～

(株)JTB関東 法人営業新潟支店／新潟市中央区東万代町1-30　新潟第一生命戸田建設共同ビル3階
電話：025-255-5101　FAX：025-248-7687
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資産・負債の内訳 合　計

資産の部
　流動資産
　　現金	 福祉の店店頭釣銭 80,000
　　預金	 普通預金28口（うち 8口積立資産と同口）、定期預金8口 1,287,405,710
　　有価証券	 債券22口 2,277,932,000
　　事業未収金 60,424,110
　　未収金 17,077,807
　　未収補助金 17,999,000
　　未収収益 9,205,371
　　立替金 66,110
　　仮払金 53,269
　流動資産計 3,670,243,377
　固定資産
　　基本財産
　　　基本財産 /土地　　　　　　新潟市中央区東中通一番町86番地 104　所有面積：571.84㎡（新潟県共同募金会と共有） 29,250,000
　　　基本財産 /建物　　　　　　鉄筋コンクリート造り陸屋根地下1階付 3階建　所有面積：1,090.07㎡（新潟県共同募金会と共有） 7,943,375
　　　基本財産 /普通預金　　　　普通預金1口（預金と同口） 140,425
　　　基本財産 /投資有価証券　　債券3口 204,859,575
　基本財産計 242,193,375
　　その他の固定資産
　　　建物 1
　　　車輌運搬具 2,168,070
　　　器具及び備品 5,831,803
　　　ソフトウエア 5,024,336
　　　介護福祉士等修学資金貸付金 871,250,907
　　　生活困窮者緊急一時貸付金 180,000
　　　全社協退職手当積立基金預け金 107,147,910
　　　退職給付引当資産	 本会職員分の県民間退職積立基金事業主拠出累計額 5,473,500
　　　県民たすけあい基金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券8口 1,109,841,373
　　　社会福祉基金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、定期預金1口、債券 6口 539,277,826
　　　長寿社会振興基金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券4口 343,077,244
　　　県民間退職積立基金積立資産	 年金信託1口 8,116,799,677
　　　財政調整積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券2口 111,406,403
　　　運営費等積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券1口 72,091,291
　　　災害救援活動積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券1口 31,371,886
　　　高齢者社会活動振興積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 3,537,858
　　　福祉の店積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 3,880,796
　　　介護福祉士等修学資金貸付事業資金積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 121,817,443
　　　生活困窮者緊急一時貸付事業資金積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 30,000
　　　長期前払費用　　新潟ユニゾンプラザ管理運営事業に係る新潟県への寄付物品（器具及び備品） 5,975,951
　　　貸付金　　　　　生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金の貸付金に係る健全債権 1,062,294,285
　　　長期滞留債権　　生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金の貸付金に係る徴収不能のおそれのある債権及び徴収不能の可能性が極めて高い債権 1,100,368,810
　　　欠損補填積立特定預金　　普通預金1口（預金と同口） 504,524,004
　　　徴収不能引当金　　　　　生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金の貸付債権に対する（貸倒損失に備える）引当額 ▲ 125,797,566
　　その他の固定資産計 13,997,573,808
　固定資産計 14,239,767,183
資産合計 17,910,010,560

負債の部
　流動負債
　　事業未払金 91,786,273
　　その他の未払金 18,226,844
　　事業預り金 2,503,481
　　職員預り金 2,170,649
　　その他の預り金 3,873,259
　　預り金 13,768,300
　　前受金 22,141,046
　　賞与引当金　　　　平成27年 6月賞与支給額に対する期末引当額 11,116,974
　流動負債計 165,586,826
　固定負債
　　退職給付引当金　　本会職員分の退職金期末引当額（全社協退職手当積立基金、県民間退職積立基金） 141,879,205
　固定負債計 141,879,205
負債合計 307,466,031

差引純資産 17,602,544,529

（単位：円）

（平成 27年３月 31日現在）

財　産　目　録
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蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
「
デ
ン
グ
熱
」

　
デ
ン
グ
熱
は
、
昨
年
の
夏
、

東
京
近
郊
を
中
心
に
、
全
国
で

多
数
の
患
者
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
ほ
と

ん
ど
耳
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ

た
病
気
で
す
が
、
特
に
昨
年

は
、
大
き

な
公
園
な

ど
で
蚊
に

刺
さ
れ
た

の
が
流
行

の
主
な
要

因
と
さ

れ
、
公
園

全
体
を
一

時
閉
鎖
し
、
大
規
模
な
蚊
の
駆

除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

新
潟
県
で
も
決
し
て
安
心
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
は
他

に
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ン
グ
熱

は
、
国
内
で
も
比
較
的
よ
く
み

ら
れ
る
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
（
写

真
）
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
に
、
感
染
し

て
も
必
ず
し
も
発
病
す
る
と
は

限
ら
な
い
の
で
、
あ
る
人
が
、

感
染
に
気
付
か
な
い
ま
ま
蚊
に

刺
さ
れ
、
そ
の
蚊
が
ま
た
別
の

人
を
刺
す
、
こ
の
繰
り
返
し
で

デ
ン
グ
熱
が
じ
わ
り
と
広
が
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
の
た
め
に
は
、
蚊
と
の

接
触
を
避
け
、
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
の
着
用
（
肌
の
露
出
を
避
け

る
）、
虫
よ
け
剤（
ス
プ
レ
ー
、

蚊
取
り
等
）
の
使
用
、
室
内
の

蚊
の
駆
除
な

ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、

私
が
最
も
有
効
だ
と
思
う
の

は
、
幼
虫
（
ボ
ウ
フ
ラ
）
の
段

階
で
駆
除
し
て
し
ま
う
こ
と
、

つ
ま
り
幼
虫
の
発
生
源
を
作
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
ボ
ウ
フ
ラ
は
日
か
げ
、
古
い

タ
イ
ヤ
の
中
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
水
た
ま
り
が
あ
れ
ば
成
長

し
、
約
１
週
間
で
成
虫
の
蚊
に

な
り
ま
す
。
週
に
１
回
、
水
の

た
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
た
ま

り
や
す
い
と
こ
ろ
に
殺
虫
剤
を

ま
く
こ
と
で
、
成
虫
に
な
る
蚊

の
数
は
ま
ち
が
い
な
く
減
り
ま

す
。
さ
ら
に
自
治
会
（
町
内

会
）
な
ど
で
ま
と
ま
っ
て
行
う

と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。
ヤ
マ

ゴ
ン
は
以
前
、
自
治
会
の
衛
生

担
当
を
や
っ
て
お
り
、
実
際
に

経
験
し
ま
し
た
の
で
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
！！

福祉NEWS
2015年５月11日～６月10日

■成年後見　首長申し立て１割増

　認知症高齢者らのために財産管理などを行う成年

後見制度で昨年、市区町村長が家庭裁判所に成年後

見を申し立てたケースが前年より10.8％増加し、

5592件に上ったことが、最高裁が５月22日公表し

た集計でわかった。身寄りのない高齢者が増えたこ

とが主な要因。一方、親族による不正が深刻化した

したことなどから弁護士など第三者が後見人に選ば

れるケースも増えており、全体の65％と10年前の

３倍以上となった。

■「介護難民」10年後は43万人

　有識者らでつくる民間研究機関「日本創成会議」

（座長・増田寛也元総務相）は６月４日、10年後に

は全国で約43万人が「介護難民」となり、特に東

京など１都３県の「東京圏」の介護需要は45％増

えて施設と人材の不足が深刻になるとの推計を発表

した。対策として、高齢者の地方移住などを提言。

具体的な候補地として医療・介護に余力のある26

道府県の41地域を挙げた。

　東京圏は、地方からの若者流入の影響で比較的高

齢化が進んでいなかったが、今後、高度経済成長期

に流入した層が一気に高齢者となり、「急激な高齢

化局面に突入する」とした。その結果、東京圏の

2025年の介護需要は45.0％増えて172万人になる

と試算し、このうち13万人はベッドが足りず、必

要な介護が受けられないと指摘した。

■介護福祉士確保へ大手各社賃上げ

　介護大手各社が専門性の高い介護職員を確保する

ために実質的な賃上げに乗り出す。最大手のニチイ

学館は６月から専門資格を持つパート・アルバイト

に手当を初めて支給する。ベネッセグループは資格

手当を５倍に引き上げ、有資格者の人数を２倍に増

やす。国の政策変更で認知症や要介護度の高い高齢

者の受け入れを増やすことが経営上の課題になって

おり、対応できる人材を賃上げで囲い込む。

　国は４月に介護報酬を平均で2.27%引き下げた

が、認知症や要介護度３～５の中重度の高齢者を多

く受け入れる能力を持つ事業所に対しては、目減り

分を取り戻せる仕組みを拡充した。例えば、有料老

人ホームの場合、施設の職員のうち専門職の介護福

祉士が５割超なら入居者１人あたり月3600円程度

の報酬が上積みされる。このため賃上げによる専門

性の高い人材の育成・囲い込みを急いでいる。

通 信
その九
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第
60
回
新
潟
県
保
育
事
業
研

究
大
会
が
５
月
下
旬
、
保
育
士

ら
関
係
者
約
５
０
０
人
が
集

い
、
糸
魚
川
市
内
４
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
保
育
連
盟
、

県
私
立
保
育
園
連
盟
、
保
育
士

会
、
新
潟
市
私
立
保
育
園
協
会

と
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催

で
、「
す
べ
て
の
人
が
子
ど
も

と
子
育
て
に
関
わ
り
を
持
つ
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
開
催
、
分
科

会
な
ど
で
議
論
を
深
め
ま
し

た
。

　
今
年
は
「
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
３
法
」
が
施
行
さ
れ
る
な

ど
、
保
育
・
子
育
て
支
援
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
情
勢
の
中
、
保
育
所
の
社
会

的
な
意
義
・
役
割
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
保

育
実
践
の
向
上
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、「
子
ど
も
は
育

て
ら
れ
て
育
つ
」
と
題
し
た
鯨

岡
峻
・
中
京
大
学
教
授
（
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
の
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鯨
岡
教
授

の
「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
こ

と
は
、力
（
目
に
見
え
る
も
の
）

を
つ
け
る
こ
と
以
上
に
喫
緊
の

課
題
で
す
。
30
年
後
、
子
供
た

ち
が
親
世
代
に
な
っ
た
時
し
っ

か
り
親
ら
し
い
気
持
ち
を
持
っ

て
子
育
て
で
き
る
よ
う
心
を
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
話
に
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
６
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
の
研
究
会
。「
新
た
な

時
代
の
保
育
実
践
」（
第
１
分

科
会
）
や
「
地
域
の
子
育
て
家

庭
の
支
援
実
践
」（
第
２
分
科

会
）、「（
年
齢
別
の
）
保
育
・

子
育
て
支
援
」（
第
３
～
５
分

科
会
）、「
家
庭
や
地
域
と
の
連

携
に
よ
る
食
育
の
推
進
」（
第

６
分
科
会
）
な
ど
多
様
な
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
、
先
駆
的
・
効
果

的
な
実
践
報
告
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
募
金
百
貨
店「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ー

ト
に
い
が
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
第
３
弾
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
前
回
に
続
き
（
株
）
ウ
オ
ロ

ク
に
協
力
い
た
だ
き
、
同
店
で

対
象
商
品
を
購
入
す
る
と
１
本

当
た
り
１
円
が
共
同
募
金
へ
の

寄
付
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
商
品
は
サ
ン
ト
リ
ー

フ
ー
ズ
の
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　
Ｄ

Ａ
・
Ｋ
Ａ
・
Ｒ
Ａ
」、「
や
さ
し

い
麦
茶
」・「
南
ア
ル
プ
ス
天
然

水
」と
、今
回
か
ら
サ
ン
ト
リ
ー

酒
販
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル

ツ
」、「
金
麦
」、「
ノ
ン
フ
リ
ー
」

が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
と
第
２
弾
の
募
金

贈
呈
式
が
６
月
15
日
ウ
オ
ロ
ク

本
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
葛
見
社
長
か
ら
第
２
弾
の
寄

付
金
９
万
４
千
９
０
６
円
の
目

録
が
当
会
小
田
会
長
に
手
渡
さ

れ
、
そ
の
後
、「
地
域
の
お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
飲
料

を
増
や
し
第
３
弾
の
実
施
を
決

め
た
。
地
域
へ
の
社
会
貢
献
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。」
と

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
販
売
期
間
は
６
月
23
日
か
ら

８
月
17
日
ま
で
。
県
内
の
ウ
オ

ロ
ク
全
店
で
実
施
。
店
内
の
看

板
が
目
印
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

多様なテーマで先駆的実践学ぶ糸魚川市内
４会場で開催

第60回県保育事業研究大会

募
金
百
貨
店

「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ー
ト
に
い

が
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
３
弾
始
ま
る

Informat ion Red Feather
赤い羽根 情 報赤い羽根
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医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

が
成
立
し
、
そ
の
中
で
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内

容
は
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た

「
地
域
医
療
計

画
」
の
中
に
す

で
に
盛
り
込
ま

れ
実
践
さ
れ
て

お
り
、
地
域
で

保
健
、
医
療
、

福
祉
を
一
体

的
、
効
果
的
に

提
供
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
の

成
立
に
は
三
つ

の
背
景
が
あ
り

ま
す
。
団
塊
の

世
代
が
10
年
後

の
２
０
２
５
年

に
は
全
員
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
こ
と
が
差
し
迫
っ
た
最
大
の

課
題
で
あ
り
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
各
分
野
を
よ
り
強
固
に

か
つ
連
携
が
取
れ
る
体
制
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
保

険
者
で
あ
る
市
町
村
や
都
道
府

県
が
、
地
域
の
独
自
性
、
主
体

性
を
持
っ
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
進
め
る
た
め
の
体
制

整
備
を
図
る
こ
と
、
そ
し
て
効

果
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

を
図
る
た
め
に
病
床
の
医
療
機

能
の
分
化
を
目
指
し
、
併
せ
て

医
療
と
介
護
の
総
合
的
な
確
保

と
連
携
を
図
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
地
域
医
療
と
は
何
か
と
言
え

ば
、
定
め
ら
れ
た
二
次
医
療
圏

ご
と
に
保
健
、
医
療
、
福
祉
の

各
分
野
が
「
完
結
」
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
新

潟
県
の
二
次
医
療
圏
は
７
つ
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
最
も
医
師
数

が
少
な
い
魚
沼
医
療
圏
で
は
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果

た
す
病
院
が
こ
れ
ま
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
６
月
に
魚

沼
基
幹
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
と
に
よ
り
、
圏
域
に
お
け
る

高
度
専
門
医
療
、
救
命
救
急
医

療
を
行
う
と
と
も
に
既
存
の
市

立
病
院
等
と
の
役
割
分
担
を
行

い
、
新
た
な
医
療
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
県
で

は
県
央
圏
域
の
救
急
救
命
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
残
っ
て
い
る
だ

け
に
な
り
、
医
療
の
分
野
は
着

実
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
次
は
病
床
の
医
療
機
能
の

分
化
と
介
護
連
携
と
い
う
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

一
方
福
祉
分
野
を
み
る
と
、

重
度
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
介
護
予
防
や
生
活
支
援
を

は
じ
め
通
所
・
入
所
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
各
市
町
村

や
圏
域
の
創
意
工
夫
で
行
わ
れ

る
よ
う
な
取
組
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
筆
者
が
介
護
保

険
の
始
ま
る
時
期
に
携
わ
っ
た

15
年
前
に
比
べ
れ
ば
雲
泥
の
差

が
あ
り
ま
す
。
医
療
や
福
祉
の

資
源
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
は
い

な
い
新
潟
県
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
創
意
工
夫
と
、
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
体
制
の

も
と
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
成
熟
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
県
民
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
医
療
と
介
護
の

共
通
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
充
実
さ
せ
Ｉ
Ｔ
の
活

用
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
、
並
び

に
疾
患
に
な
ら
な
い
た
め
の
予

防
体
制
を
充
実
さ
せ
、「
ピ
ン

ピ
ン
こ
ろ
り
（
Ｐ
Ｐ
Ｋ
）」
の

健
康
長
寿
社
会
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
鍵
は
Ｉ
Ｔ
活
用
と
介
護
予
防
体
制
充
実

新潟医療福祉大学

（いしがみ・かずお）
○‌�元新潟県福祉保健部長
※研究分野
　・保健医療福祉政策論
　・�保健医療福祉政策の経済効
果分析

こ
れ
か
ら
の

地
域
医
療
と
福
祉
を
考
え
る

新
潟
医
療
福
祉
大
学
　
医
療
情
報
管
理
学
科
教
授
　
　
石
上
　
和
男
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平
成
26
年
度
新
潟
県
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

に
寄
せ
ら
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
等
相
談
の
内
容

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
「
苦
情
相
談
」
は
全
体
で
69

件
、「
苦
情
以
外
の
相
談
」や「
情

報
提
供
」
な
ど
は
１
０
７
件
あ

り
ま
し
た
。「
苦
情
相
談
」
は

平
成
24
年
度
70
件
と
な
っ
て
以

降
お
お
む
ね
70
件
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

分
野
別
で
は
、「
障
害
者
関

係
」
25
件
（
36
％
）、「
高
齢
者

関
係
」
24
件
（
35
％
）
と
な
り
、

「
児
童
関
係
」
５
件
（
７
％
）、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
対
す
る

「
そ
の
他
」
は
15
件
（
22
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

苦
情
内
容
別
で
は
、「
職
員

の
接
遇
に
対
す
る
も
の
」

（
42
％
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、

特
に
分
野
別
で
は
「
障
害
者
関

係
」、「
児
童
関
係
」
と
も
に

60
％
、「
高
齢
者
関
係
」
30
％
、

「
そ
の
他
」
27
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

苦
情
申
出
人
別
で
は
、「
障

害
者
関
係
」
は
利
用
者
本
人
が

68
％
、「
高
齢
者
関
係
」
で
は

家
族
が
42
％
と
最
も
多
く
な
り

ま
し
た
。

苦
情
解
決
責
任
者

研
修
会
10
月
に
開
催

　
利
用
者
か
ら
の
苦
情
を
第
一

線
で
受
け
止
め
る
た
め
に
必
要

な
知
識
・
技
術
・
実
践
力
を
強

化
し
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め

の
研
修
会
や
各
事
業
所
の
苦
情

解
決
責
任
者
に
求
め
ら
れ
る
役

割
に
つ
い
て
研
鑽
を
深
め
、
組

織
と
し
て
の
苦
情
解
決
の
取
り

組
み
の
強
化
を
目
指
す
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
◆
苦
情
解
決
責
任
者
研
修
会　

10
月
26
日
開
催
予
定

　
な
お
、
苦
情
受
付
担
当
者
研

修
会
は
、
６
月
16
日
に
約

１
７
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

人にやさしい車
福祉車両のこまつが新潟より全国へお届けします。

買いたい!
福祉車両の

新車・中古車販売 !
常時展示中 !

売りたい!
福祉車両の買取
ご相談ください。

直したい!
自社整備工場完備 !

福祉車両の代車無料。

福祉車両専門店
福祉車両のこまつ
株式会社 オートモティブコマツ
新潟県三条市小古瀬31
http://294komatsu.com 
TEL 0256（45）3000

改造も
します。

至三条燕 IC

至中之島見附 IC 至見附

←
燕

三
条

駅

至新潟

セブン
イレブン●

ファミリー
マート●

（株）オートモティブ
　　コマツ

千把野

上
越

新
幹

線
 長

岡
駅

→

北
陸
自
動
車
道

8
展示場福島乙

新潟方面より
自動車で
北陸自動車道
三条燕インター
から15分

運
営
適
正
化
委
員
会
の
平
成
26
年
度
「
苦
情
相
談
」

圧
倒
的
に
多
い
「
職
員
の
接
遇
」
関
係

59

70

72

69

23年度

24年度

25年度

26年度

年度別苦情相談件数

高齢者24件
35%

障害者25件
36%

児童5件
7%

その他15件
22%

分野別苦情相談件数

職員接遇29件
42%

サービスの
質・量
3%

利用料
6%

説明・情報提供
9件 13%

被害・損害
7%

権利侵害8件
12%

その他
17%

苦情内容別件数

0 5 10 15 20

その他

権利侵害

被害・損害

説明・情報提供

利用料

サービスの質・量

職員の接遇

苦情内容別内訳

高齢者
障害者
児童
その他
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サービスの
質・量
3%

利用料
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説明・情報提供
9件 13%

被害・損害
7%

権利侵害8件
12%

その他
17%

苦情内容別件数

0 5 10 15 20

その他

権利侵害

被害・損害

説明・情報提供

利用料

サービスの質・量

職員の接遇

苦情内容別内訳

高齢者
障害者
児童
その他

59

70

72

69

23年度

24年度

25年度

26年度

年度別苦情相談件数

高齢者24件
35%

障害者25件
36%

児童5件
7%

その他15件
22%

分野別苦情相談件数

職員接遇29件
42%

サービスの
質・量
3%

利用料
6%

説明・情報提供
9件 13%

被害・損害
7%

権利侵害8件
12%

その他
17%

苦情内容別件数

0 5 10 15 20

その他

権利侵害

被害・損害

説明・情報提供

利用料

サービスの質・量

職員の接遇

苦情内容別内訳

高齢者
障害者
児童
その他

寄付 ありがとうございました

５月29日
株式会社大庄� 366,744円
６月  8日
上村　光司� 500,000円

（亡妻小木（旧姓）ミサヲさんのご遺志により）

（敬称略）
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髙橋　さえ子さん
（湯沢町立湯沢保育園・主任保育士）

　
「
私
、
昔
か
ら
な
り
た
か
っ

た
ん
で
す
」
―
開
口
一
番
、
口

を
つ
い
た
言
葉
が
こ
れ
。「
好

き
な
仕
事
が
や
れ
て
幸
せ
。（
子

ど
も
か
ら
）
直
接
反
応
が
返
っ

て
く
る
の
が
面
白
い
」と
い
う
。

　
小
学
生
の
時
、
ち
っ
ち
ゃ
い

子
と
手
を
繋
い
だ
こ
と
が
あ

る
。
し
っ
か
り
握
っ
て
手
を
離

さ
な
い
、
そ
の
子
。「
か
わ
い

い
な
～
。
こ
う
い
う
仕
事
に
就

き
た
い
な
～
」っ
て
、ふ
と
思
っ

た
の
が
保
育
士
を
目
指
す
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

　
時
移
り
高
校
生
と
な
っ
た
髙

橋
さ
ん
。
部
活
の
顧
問
と
の
出

会
い
が
決
め
手
と
な
っ
た
。「
こ

ん
な
学
校
あ
る
ぞ
」
と
紹
介
し

て
く
れ
た
の
が
、
新
潟
県
保
育

専
門
学
院
（
保
専
）。
先
生
が
学

院
長
さ
ん
と
知
り
合
い
だ
っ
た

そ
う
で
、「
あ
～
、
縁
が
あ
る
な

～
」と
思
い
進
学
し
た
と
い
う
。

　
縁
と
言
え
ば
、
湯
沢
保
育
園

と
の
縁
。
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
の
は
同
園
で
あ
り
、

異
動
を
繰
り
返
し
た
後
、
今
年

戻
っ
て
き
た
。
そ
の
園
が
、
来

春
、
長
い
歴
史
を
閉
じ
る
。
町

内
全
園
を
一
つ
に
統
合
す
る
た

め
で
、
思
い
出
深
い
園
の
「
別

れ
」に
立
ち
合
う
こ
と
に
な
る
。

　
統
合
保
育
園
は
、
一
足
お
先

に
統
合
さ
れ
た
小
・
中
学
校
と

同
じ
敷
地
に
廊
下
で
結
ば
れ
て

並
ぶ
。
０
歳
児
か
ら
中
学
生
ま

で
、幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
が
、

同
じ
時
間
を
一
緒
に
過
ご
す
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
多
い
。

　
し
か
し
チ
ョ
ッ
ピ
リ
不
安
も

あ
る
。
現
在
同
園
に
通
う
園
児

は
、
全
部
で
４
０
人
弱
。
そ
れ

が
一
気
に
２
０
０
人
。「
す
ぐ
順

応
す
る
」
と
は
思
う
も
の
の
、

子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
す
こ
し

気
に
な
る
。「
こ
れ
ま
で
通
り
家

庭
的
な
雰
囲
気
を
大
事
に
す
る
」

こ
と
で
和
ら
げ
る
つ
も
り
だ
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
で
、登・

降
園
時
に
親
と
顔
を
合
わ
せ
な

い
こ
と
も
あ
る
。「
園
で
の
様

子
を
ど
う
親
に
伝
え
る
か
」。

他
の
職
員
と
話
し
合
い
、
工
夫

を
凝
ら
し
、
そ
の
日
を
待
つ
。

No.4

ちっちゃな手の感触に導かれた天職。子どもたちと関われる幸せ。

［施設紹介］
　日々の作業や活動を通じ、働く喜びや嬉し
さを感じてもらえるよう取り組んでいます。

福祉の店パレット福祉の店パレット

社会福祉法人亀田郷芦沼会
ほがらか福祉園
（新潟市東区）

［
商
品
説
明
］

★
糀
甘
酒

　
砂
糖
を
使
わ
ず
、
糀
と
水
だ

け
で
作
っ
た
１
０
０
％
無
添
加

の
甘
酒
で
す
。夏
バ
テ
解
消
や
、

美
容
と
健
康
に
も
良
い
甘
酒
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ノ
ー
マ
ル

　
４
５
０
ｇ　
３
０
０
円

レ
モ
ン

　
４
０
０
ｇ　
３
０
０
円

★
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ

　
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
変
え
、
お

い
し
い
作
物
や
綺
麗
な
お
花
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
生
ゴ
ミ

み
の
減
量
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
７
５
０
ｇ　
１
７
０
円

問い合わせ 福祉の店パレット新潟店　　　　☎025－281－5513
県社協　地域福祉課　　　　　　☎025－281－5521


